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｢若手研究者の語ったことについて」

植嶋宏元＊

ここに記し会員の皆様の御意見を得られれば幸甚であ

る．彼の云っていることには私には理解できない所も

あるが，それをあえて記したのは，この意味を理解で

きる人にはお教えを，おねがいしたいからである．

若手研究者の語ったことは次のことである．

①本日の講師を含め本当に研究開発に従事したこと

のないこの関係の評論家，本当の独創的な研究開発を

実行したことのない一見研究者らしき人間ほど，効率

的な研究開発を口にし，一方でリスクが大きいという．

しかし，本来，研究開発の実施の可否はあくまでも個

人の資質によるもので，他からのコントロールにより

できるものではない．また，研究開発の過程は長期に

わたり，ある場合は，その研究者の一生の仕事になる

ことが多い．その間に，思ってもみなかったことがみ

つかったり，思った方向では何もなかったり，できる

と考えたことができなかったり，色々なことがくり返

されて，その積み重ねが，大きい発明とか発見になる

ものである．このような物の一部をとらえて，成功と

か失敗とか，いわゆる研究管理をする人，企業等での

管理の立場の人は単純にかたづけすぎるのではないか．

②我々のように実際に研究開発にまじめに取り組ん

でいる人間は，上述のような単純な考え方で判断され，

評価され，ある場合には意に反して企業に損失をあた

えたといわれたりする．そして最終的には我々よりも

上述のような管理関係の連中が高く評価されているの

が現実の姿だ.(注,筆者はこれに異論はある)．

③何が新しい，すばらしい研究開発なのか，理解で

きない人間が，研究開発の評価を行い管理を行うほど

危険なことはない．このような所に限り，企業だけで

なく，色々な所で，研究開発部とか，管理部とかいう

組織を作り，その上にこれらの人間があぐらをかき，

手続きと根まわしだけにうつつをぬかし，研究管理が

うまく行き，研究は順調に進み，大きい成果がでると

安心しているが，（注，このような例があるのだろうか

筆者は知らない）実体はそうではなく，研究開発が完

ある講演会での席上で，ある若い研究者が次のよう

な質闇をした．「研究開発はリスクが大きいと云われ

ますが，本当にそうでしょうか？」この質問を受けた

講師(これまでの講演は研究開発の管理手法についてで

ある)は，何を今さらというような顔をして，次のよう

に答えた．「これからの研究開発は，基礎研究から始め

る必要がある，その時の投資効率は非常に低い．欧米

では0.6形以下といわれている．このようにリスクが大

きく，このことは常識です.」ここでまた若い研究者が

立ち，「先生のおっしゃることは，技術開発の一つの面

を，投資効率という全く商業的な面でのみとらえ，研

究開発全般を論じているからそのようになる．但し，

研究開発というのは，そのように単純なものではあり

ません．世の中に明らかになっていないことをよく調

べ，考えて，真理をつかむこと，それらの原理原則を

応用して新しい物事を創り出す応用研究と商品として

実用化する技術開発と，一連の物であると思います．

一体，どの過程での失敗とか成功とかいうことをいう

のでしょうか，また投資効率とは何に対していうので

しょうか？」と反問した．これに対し講師は少し考え

てから「新しい商品を生み出し，それで企業に大きい

利益をもたらす．新しい真理を発見し，人類に大きい

貢献をすること．これが成功です．この確率は非常に

小さい．だから，限られた人，物，金を最も効果的に

使って研究開発を効率的に実施するために，私が申し

上げた研究開発管理手法が有効に役立つことを希望し

ます」と答えた．

講演会の後，私はこの若手研究者とコンタクトする

ことができたので更に彼の考え方を聞くことができた．

この考え方は，私が今までにあまり考えなかったこ

とで，以下にその要旨を書くように，研究開発管理と

研究開発の実態についての問題点を述べているようで

一考の価値があると思う．私見を入れることをさけて

＊ユニチカ㈱技術開発管理室主管

〒541大阪市東区北九太郎町4－68
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388 エネルギー・資源

全に形骸化してしまって，結果として研究開発は進ま

ない．この時，この管理者という連中がいいわけに使

うことばが、リスク”である．

④以上のことを基本的に理解し，本当に研究開発に

従事し，その何たるかを十分体得した人間で，研究開

発の価値判断のできる人間が，前述の連中にとって変

って，研究開発を推進して行くことが，今日の日本に

は必要ではないか．

大要このようであったと思うが，紙面の都合上，筆

者の意見はのべないが,一考の価値があると思う．
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〔論説〕

エネルギー価格の変動が資本ストックの｢質」に及ぼす影響…京都大学経済研究所教授

……･………･………………･……………………東京理科大学

〔展望〕

新材料研究開発の現状と展望………工業技術院総務部次世代産業基盤技術研究開発官

農業機械とエネルギー･……………………………………………･……久保田鉄工㈱副社長
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(5)機械材料としてのセラミックス･………………………………･…京セラ㈱総合研究所

(6)アモルファスセラミックス．．…･……………･………･…大阪大学産業科学研究所教授

(7)機能性セラミックス(エレクトロセラミックス)日立金属㈱磁性材料研究所主任研究員
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